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Ｑ　

熊
本
地
震
を
受
け
た
地

域
防
災
計
画
の
早
急
な
見
直

し
と
県
民
向
け
の
防
災
の
手

引
き
の
整
備
に
つ
い
て
知
事
の

見
解
を
尋
ね
る
。

Ａ　

県
の
地
域
防
災
計
画
は
、

車
中
泊
や
テ
ン
ト
泊
等
、
多
様

な
避
難
形
態
へ
の
対
応
、
被
災

者
ニ
ー
ズ
の
変
化
を
見
据
え
た

備
蓄
の
在
り
方
な
ど
、
速
や
か

な
対
策
が
必
要
な
課
題
が
あ

る
。
こ
の
た
め
「
平
成　

年
熊

２８

本
地
震
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
」や
、
国
が
設
置
し
た「
熊

本
地
震
に
係
る
初
動
対
応
検

証
チ
ー
ム
」
の
検
討
結
果
を
踏

ま
え
、
見
直
し
を
行
う
。
震

度
７
の
地
震
が
連
続
し
て
発

生
し
た
こ
と
に
よ
る
被
害
想
定

の
考
え
方
に
つ
い
て
は
、
国
や

専
門
家
等
の
検
証
も
踏
ま
え

る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ

の
検
証
結
果
を
待
っ
て
見
直
し

た
い
。
県
民
向
け
の
防
災
の
手

引
き
は
作
成
を
進
め
る
。

Ｑ　

熊
本
地
震
を
き
っ
か
け

に
、
一
日
も
早
い
水
道
事
業
の

広
域
化
の
実
現
が
求
め
ら
れ

て
い
る
が
、
知
事
の
考
え
を
問

う
。

Ａ　

広
域
化
を
含
め
た
各
水

道
事
業
の
在
り
方
は
、
水
道
事

業
者
の
経
営
的
な
判
断
に
関

わ
る
。
各
地
域
の
実
情
を
踏

ま
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議
会
の
議

決
を
経
て
設
定
す
る
も
の
で
あ

る
か
ら
、
あ
く
ま
で
も
各
事
業

者
が
主
体
的
に
検
討
す
る
こ

と
が
必
要
と
考
え
る
。
経
営

判
断
を
行
う
立
場
か
ら
の
検

討
が
非
常
に
大
事
で
あ
る
の

で
、
先
月
の
副
市
町
村
長
会
議

で
、
水
道
事
業
の
現
状
把
握
と

将
来
展
望
、
広
域
化
の
必
要
性

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
水
道

事
業
者
で
議
論
す
る
よ
う
要

請
し
た
。
先
月
、
田
川
地
区

水
道
企
業
団
と
そ
の
構
成
員

で
あ
る
水
道
事
業
者
１
市
３

町
の
間
で
、
事
業
統
合
に
向
け

た
準
備
会
が
設
置
さ
れ
た
。

こ
れ
が
先
行
的
な
成
功
事
例

と
し
て
実
を
結
ぶ
よ
う
、
積
極

的
に
助
言
や
支
援
を
行
う
。

ま
た
広
域
化
に
向
け
た
動
き

が
他
の
事
業
者
に
も
広
が
る
よ

う
、
情
報
提
供
や
広
域
化
の
メ

リ
ッ
ト
の
説
明
を
続
け
る
。

Ｑ　

障
害
者
差
別
解
消
法
の

趣
旨
に
実
効
性
を
持
た
せ
る

た
め
、
障
害
者
差
別
解
消
推

進
の
条
例
の
速
や
か
な
制
定

が
求
め
ら
れ
る
。
知
事
の
考

え
は
。

Ａ　

障
害
者
差
別
解
消
法
に

よ
り
、
国
と
地
方
公
共
団
体

は
、
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別

に
関
す
る
障
害
者
、
そ
の
家
族

及
び
関
係
者
か
ら
の
相
談
に

的
確
に
応
ず
る
と
と
も
に
、
紛

争
の
防
止
・
解
決
を
図
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
必
要
な
体
制
の

整
備
を
図
る
も
の
と
さ
れ
て
い

る
。
条
例
を
制
定
し
て
い
る
道

府
県
の
例
を
見
る
と
、
第
三
者

機
関
の
設
置
や
知
事
に
よ
る
是

正
勧
告
、
実
名
の
公
表
な
ど
を

規
定
し
て
お
り
、
差
別
発
生
の

抑
止
と
効
果
的
な
差
別
事
案

の
解
決
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

本
県
も
条
例
を
制
定
す
る
考

え
で
あ
る
。

Ｑ　

災
害
時
に
お
け
る
ペ
ッ
ト

の
救
護
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策

定
と
、
６
月
に
大
分
県
九
重

町
に
開
設
さ
れ
た
九
州
災
害

時
動
物
救
援
セ
ン
タ
ー
へ
の
運

営
支
援
に
つ
い
て
知
事
に
問

う
。

Ａ　

県
、
市
町
村
、
動
物
関
係

団
体
等
の
役
割
や
連
携
な
ど

を
示
し
た
マ
ニュ
ア
ル
を
本
年

度
中
に
作
成
す
る
。
避
難
所

で
ペ
ッ
ト
同
伴
者
と
そ
れ
以
外

の
人
の
居
住
場
所
を
分
け
る
な

ど
ペ
ッ
ト
同
行
避
難
の
対
応
方

法
も
示
す
。
九
州
災
害
時
動

物
救
援
セ
ン
タ
ー
は
６
月
か
ら

熊
本
地
震
ペ
ッ
ト
救
援
セ
ン
タ

ー
と
し
て
被
災
動
物
の
受
け

入
れ
を
始
め
、
本
県
も
獣
医

師
職
員
２
名
を
交
代
で
１
カ

月
間
派
遣
し
て
い
る
。
５
月
の

九
州
地
方
知
事
会
で
、
私
は
各

県
の
獣
医
師
職
員
や
民
間
の
獣

医
師
の
派
遣
を
呼
び
掛
け
た
。

セ
ン
タ
ー
の
課
題
や
必
要
と
な

る
支
援
、
国
へ
の
要
望
な
ど
を

検
討
し
、
必
要
に
応
じ
議
論

す
る
よ
う
発
言
し
た
。

Ｑ　

保
育
施
設
整
備
の
た
め
の

厚
生
労
働
省
交
付
金
の
支
給
基

準
の
ラ
ン
ク
付
け
を
問
う
。

Ａ　

社
会
福
祉
施
設
整
備
に

か
か
る
整
備
基
準
の
地
域
区

分
が
昭
和　
（
１
９
７
８
）
年

５３

に
制
定
さ
れ
て
以
降
、
本
県
は

最
も
低
い
Ｄ
地
域
に
区
分
さ

れ
て
い
る
。
国
は
人
件
費
や
資

材
費
、
積
雪
寒
冷
費
と
いっ
た

地
域
的
要
因
を
総
合
的
に
勘

案
し
設
定
し
て
い
る
と
し
て
い

る
。
し
か
し
国
土
交
通
省
の

公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
や

独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機

構
の
経
営
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

の
調
査
に
よ
る
保
育
所
の
平
方

㍍
当
た
り
の
単
価
は
、
本
県
は

そ
れ
ぞ
れ　

位
と　

位
で
あ

２６

１７

る
こ
と
か
ら
、
納
得
し
が
た
い

も
の
が
あ
る
。
合
理
的
な
根

拠
に
基
づ
く
交
付
基
準
と
な

る
よ
う
国
に
見
直
し
を
強
く

要
請
し
た
い
。

Ｑ　

本
県
の
小
学
校
で
非
正

規
雇
用
の
講
師
が
担
任
を
し

て
い
る
学
級
は
ど
の
く
ら
い

あ
る
の
か
。
講
師
の
常
態
化

の
原
因
は
本
県
の
正
規
雇
用

の
教
員
の
不
足
に
あ
る
。
教

育
力
の
向
上
の
た
め
、
全
国
で

も
最
低
レ
ベ
ル
の
本
県
の
正

規
雇
用
の
教
員
の
比
率
を
早

期
に
高
め
る
べ
き
と
考
え
る
。

教
育
長
に
問
う
。

Ａ　

講
師
が
担
任
を
し
て
い
る

の
は
本
年
５
月
１
日
現
在
で

９
２
９
学
級
で
、
県
内
公
立

小
学
校
の
学
級
数
の　

・
７

１４

％
。
児
童
生
徒
の
学
力
向
上

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
課
題

に
対
応
し
て
い
く
に
は
、
今
後

も
正
規
教
員
の
確
保
が
重
要

で
あ
る
。
来
年
度
は
退
職
者

数
を
上
回
る
採
用
計
画
を
立

て
、
平
成　

年
度
に
比
べ
る
と

２４

採
用
者
数
を
約
２
８
０
人
増

や
し
て
い
る
。
な
る
べ
く
早
い

時
期
に
正
規
教
員
の
割
合
が

全
国
下
位
で
あ
る
状
況
を
改

善
し
、
本
県
の
子
ど
も
た
ち
に

よ
り
適
切
な
教
育
環
境
が
整

う
よ
う
正
規
教
員
の
計
画
的

採
用
に
努
め
る
。

Ｑ　

熊
本
地
震
を
契
機
に
、

知
事
は
九
州
知
事
会
に
対
し

て
九
州
・
山
口
９
県
災
害
時
応

援
協
定
を
大
き
く
見
直
す
よ

う
提
案
す
る
べ
き
で
あ
る
。

併
せ
て
政
令
市
と
は
、
防
災
上

ど
う
取
り
組
む
べ
き
だ
と
考

え
る
か
。

Ａ　

協
定
で
は
事
務
局
の
大

分
県
が
被
災
地
域
の
情
報
を

集
約
し
、
各
県
は
そ
の
情
報
を

も
と
に
支
援
を
行
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
、
今
回
の
経
験

か
ら
事
務
局
の
大
分
県
だ
け

で
な
く
、
我
々
応
援
県
の
職
員

も
発
災
直
後
に
被
災
県
に
速

や
か
に
入
り
、
被
災
県
と
一
体

と
な
り
、
よ
り
迅
速
か
つ
円
滑

な
情
報
収
集
と
支
援
が
行
え

る
よ
う
初
動
体
制
の
強
化
に
つ

い
て
関
係
各
県
と
協
議
を
し
て

い
く
。
県
内
の
政
令
市
で
大
規

模
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合

も
直
ち
に
職
員
を
派
遣
し
、

必
要
な
人
的
・
物
的
支
援
を
行

う
。
更
な
る
支
援
が
必
要
な

場
合
に
は
他
県
か
ら
の
応
援

を
要
請
す
る
。
政
令
市
に
は

　

大
都
市
災
害
時
相
互
応
援

２１協
定
な
ど
の
枠
組
み
も
あ
る
。

Ｑ　

公
立
学
校
に
お
け
る
情

報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
教
育

の
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に

あ
た
り
、
教
育
現
場
の
通
信

回
線
は
光
回
線
に
変
え
、
無

線
Ｌ
Ａ
Ｎ
に
す
る
べ
き
で
あ

る
。
教
育
長
の
見
解
を
求
め

る
。

Ａ　

平
成　

年
３
月
現
在
、

２７

県
内
の
政
令
市
を
除
く
公
立

学
校
で
光
フ
ァ
イ
バ
ー
回
線
の

導
入
割
合
は
、
小
学
校　
・
４

７９

％
、
中
学
校　

％
、
県
立
高
校

８０

及
び
中
学
校
１
０
０
％
。
し

か
し
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境
の
整

備
割
合
は
、
小
学
校　

・
１

３１

％
、
中
学
校　

・
６
％
、
県
立

２７

高
校
及
び
中
学
校
７
・
４
％
と

な
っ
て
い
る
。
国
の「
教
育
の
Ｉ

Ｔ
化
に
向
け
た
環
境
整
備
４

か
年
計
画
」
に
よ
る
目
標
は
と

も
に
１
０
０
％
で
、
特
に
無
線

Ｌ
Ａ
Ｎ
の
整
備
が
進
ん
で
い
な

い
。
こ
の
た
め
市
町
村
教
育
委

員
会
に
対
し
て
、
地
方
交
付
税

措
置
の
状
況
に
つ
い
て
更
な
る

周
知
を
図
り
、
目
標
実
現
に

向
け
て
取
り
組
む
よ
う
引
き

続
き
指
導
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

地
域
の
防
犯
活
動
は
、

年
々
活
発
に
な
っ
て
い
る
。

「
ふ
っ
け
い
安
心
メ
ー
ル
」で
提

供
し
た
犯
罪
情
報
を
ア
プ
リ

だ
け
で
な
く
、
地
図
と
し
て
提

供
し
、
地
域
の
防
犯
活
動
に

協
力
で
き
る
よ
う
に
す
る
べ

き
で
あ
る
。
本
部
長
の
考
え

は
。

Ａ　

安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、

「
ふ
っ
け
い
安
心
メ
ー
ル
」
の
情

報
を
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

な
ど
、
多
く
の
方
々
に
活
用
し

て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
今
後
、
地
域
の
皆
様
に
よ

る
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
な
ど
に
一

層
役
立
つ
よ
う
、こ
の
メ
ー
ル
の

情
報
を
「
ふ
っ
け
い
安
心
ア
プ

リ
」
の
画
面
上
で
示
す
だ
け
で

は
な
く
、
要
望
に
応
じ
て
地
図

と
し
て
も
提
供
し
て
い
き
た

い
。

Ｑ　

県
及
び
市
町
村
の
地
域

防
災
計
画
の
見
直
し
と
県
備

蓄
基
本
計
画
の
進
捗
状
況
等

に
つ
い
て
知
事
に
尋
ね
る
。

Ａ　

県
の
地
域
防
災
計
画
は
、

庁
内
関
係
部
局
で
構
成
す
る

「
平
成　

年
熊
本
地
震
検
討
プ

２８

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」、
国
が
設

置
し
た
「
熊
本
地
震
に
係
る
初

動
対
応
検
証
チ
ー
ム
」
の
検
討

結
果
を
踏
ま
え
見
直
し
て
い

く
。
被
害
想
定
の
考
え
方
に
つ

い
て
国
や
専
門
家
等
の
検
証
も

踏
ま
え
る
必
要
が
あ
る
。
市

町
村
の
地
域
防
災
計
画
の
見

直
し
は
県
内　

市
町
で
予
定

２１

さ
れ
て
い
る
。

　

県
備
蓄
基
本
計
画
で
、
市

町
村
を
補
完
す
る
立
場
に
あ

る
県
は
、
平
成　

年
度
に
目
標

２６

量
を
確
保
。
市
町
村
は
食
糧

の
十
分
な
備
蓄
が
行
な
わ
れ

て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。
県
は

市
町
村
に
備
蓄
の
促
進
を
働

き
掛
け
る
と
と
も
に
、
物
資
の

確
保
に
努
め
て
い
く
。

Ｑ　

本
県
農
産
物
の
輸
出
額

は
昨
年
度
、
産
出
額
の
わ
ず

か
０
・
６
％
。
も
っ
と
大
胆
な

戦
略
と
市
場
開
拓
を
目
指
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ　

新
た
な
輸
出
先
あ
る
い
は

輸
出
品
目
の
市
場
開
拓
が
重

要
で
、
今
年
度
か
ら
欧
州
で
輸

出
拡
大
が
見
込
ま
れ
る「
八
女

茶
」「
植
木
」の
バ
イ
ヤ
ー
を
産

地
に
招
へい
。
ア
メ
リ
カ
で「
あ

ま
お
う
」
や
「
花
」、
ベ
ト
ナ
ム

等
で
水
産
物
の
市
場
開
拓
を

行
う
た
め
に
流
通
形
態
な
ど

を
調
査
す
る
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

観
光
を
農
林
水
産
物
の
輸
出

に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
、
海
外

の
旅
行
業
者
の
観
光
農
園
等
へ

の
招
へい
な
ど
に
も
取
り
組
む
。

県
産
木
材
も
昨
年
度
か
ら
佐

賀
、
長
崎
と
の
３
県
合
同
で
中

国
、
韓
国
へ
の
本
格
輸
出
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
各
分

野
で
幅
広
い
取
り
組
み
を
積
極

的
に
進
め
、
輸
出
拡
大
を
図
っ

て
い
く
。

Ｑ　

県
内
の
雇
用
情
勢
等
に

つ
い
て
知
事
に
所
見
を
問
う
。

Ａ　

地
域
間
で
差
が
見
ら
れ

る
な
ど
課
題
も
あ
る
が
、
本
県

の
雇
用
情
勢
は
着
実
に
改
善

が
進
み
、
直
近
の
有
効
求
人
倍

率
１
・　

倍
は
過
去
最
高
水
準

２８

と
な
り
、
平
成　

年
の
完
全
失

２７

業
率
４
・
１
％
は
平
成
９
年
以

降
で
最
低
で
あ
る
。「
福
岡
県

正
規
雇
用
促
進
企
業
支
援
セ

ン
タ
ー
」
は
昨
年　

月
の
開
設

１０

か
ら
約
半
年
間
で
企
業
か
ら

７
５
０
件
の
相
談
が
あ
り
、
２

６
２
人
の
正
規
雇
用
が
実
現
。

県
が
昨
年
度
創
設
し
た
市
町

村
の
公
的
遊
休
施
設
整
備
を

支
援
す
る
助
成
制
度
を
活
用

し
、
今
年
４
月
、
神
奈
川
県
に

本
社
が
あ
る
企
業
が
豊
前
市

に
コ
ン
タ
ク
ト
セ
ン
タ
ー
を
設

置
し
た
。
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
就

職
、
東
京
圏
か
ら
若
者
人
材
の

還
流
を
促
進
す
る
た
め
、
新
た

に
「
ふ
く
お
か
よ
か
と
こ
移
住

相
談
セ
ン
タ
ー
」
を
都
内
に
設

置
し
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
就
職
を

含
め
た
雇
用
の
創
出
に
努
め
て

い
く
。


